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研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 千葉県南部を走る久留里線。この路線の久留里駅から上総亀山駅では、鉄道路線の廃止が確定的

であり、バス転換の議論が進んでいる。しかしこの廃止方針について、一部住民からは不満の声が

上がっている。そこで本研究では、「久留里線の廃止という判断は妥当なのか」という疑問から、検

討を行った。具体的には、「駅の調査」、「利用者数の調査」、「アンケート調査」を実地調査として行

った。駅の調査では、駅構造や設備の面から、鉄道の利便性の分析を行った。利用者数の調査では、

各駅間の利用者数を比較し、廃止方針が出ている区間との差を調査した。アンケート調査では、性

別・年代などの基本属性を明確にしたうえで、久留里線の廃止について、バス転換後の懸念点や望

まれるサービスについてアンケート調査を行った。このような調査結果をもとに、久留里線の将来、

そして地方交通の将来的な在り方について考察を行った。                                           

                                             

研 究 成 果       

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 最初に駅調査の結果についてである。駅にはベンチや時刻表などの最低限の施設は整備されてい

たものの、バリアフリー化が進んでいない駅が多数存在した。次に、利用者数調査の結果である。

久留里駅から上総亀山駅間では、木更津駅から久留里駅間と比べ、利用者数が著しく少なかった。

そして、日常利用よりも観光目的や鉄道ファンによる利用が多い傾向が見られた。最後にアンケー

ト調査の結果である。久留里線については、廃止に反対する意見が多く寄せられた。バス転換後の

懸念点として、「時間がかかる」「運賃が上がる」「乗り換えが増える」といった声が挙げられた。一

方で、「運行頻度の多さ」や「交通系 ICカードの利用」を求める声が多かった。さらに、「久留里線

と地域を守る会」の方からも意見を頂き、バス転換には多くの課題があることが明らかとなった。

以上の結果から、住民の意見を最大限尊重した、地域交通の実現が重要であると考えた。                                          
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